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植物の根毛形成にタンパク質の分解が関わることを発見 

～環境に応じて水や養分を効率よく吸収できる作物の作出が期待～ 

 

【本研究成果のポイント】 

● シロイヌナズナの根の表面には、根毛を作る細胞と作らない細胞があり、その

割合を調節することで土壌環境に適応している。本研究により、根毛を作る遺伝

子である CPC ファミリーに、タンパク質分解が早いものとそうでないものがあ

ることを初めて明らかにした。 

● さらにこのタンパク質分解には、ユビキチン-プロテアソーム経路（不要タンパ

ク質の分解等に重要な経路）が関与していることも突き止めた。 

● 根毛を作る CPC ファミリーのタンパク質分解を調節することで、環境に応じ

て水や養分を効率よく吸収できる根毛を持つ作物の作出が期待される。 

 

【概要】 

 広島大学大学院生物圏科学研究科の冨永るみ講師の研究グループは、モデル植物

（※１）・シロイヌナズナを用い、根毛を作る働きを持つ CPC ファミリー（CPC 遺

伝子、TRY 遺伝子、ETC1 遺伝子、ETC2 遺伝子、CPL3 遺伝子を含む）（※２）か

ら作られる



を突き止め、検証しました。 

 

【研究成果の内容】 

 ５つの CPC ファミリータンパク質が、細胞内でどれくらい分解され易いかを比較

する実験を行いました。CPC 遺伝子に GFP 遺伝子（オワンクラゲ由来の緑色蛍光タ

ンパク質



図 2. (A) CPC-GFP 融合タンパク質は根の表皮細胞に局在する。  

(B) TRY-GFP 融合タンパク質は分解され、蛍光が見えない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【用語解説】  

（※１）モデル植物：生物学、特に分子生物学の研究に用いられる植物。研究への

利用に有利な特性を持つ。シロイヌナズナは 2000 年に植物としては初めて全ゲ

ノム配列の解読が終了した代表的なモデル植物。 

 （※２）ファミリー：配列や機能が類似している遺伝子、あるいはその遺伝子から

作られた、配列や機能が類似したタンパク質のグループ。 

 （※３）ユビキチン-プロテアソーム経路：タンパク質に付加されたユビキチンを

プロテアソームが認識して分解するシステム。細胞内の不要なタンパク質の分解

等に重要な経路。 

 （※４）根の表皮細胞：その名の通り、根の一番外側の細胞である。外側に向かっ

て伸びる根毛を持つ細胞と持たない細胞がある。 
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